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市
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

開
催
す
る
か
ど
う

か
の
議
論
か
ら
始
ま

っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
。
通
常

で
あ
れ
ば
、
市
内
男

女
別
合
計
64
チ
ー
ム

で
開
催
し
て
い
ま
し

た
。

　

練
習
す
る
体
育
館
が
被
災
で
使
え
な
い
学
校
が
多
く
、
怪
我

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
確
保
も
困
難
で
し
た
。

　

そ
こ
で
出
し
た
答
え
が
、
男
女
混
合
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会
。

　

さ
ら
に
登
米
市
に
避
難
し
て
い
る
南
三
陸
町
の
戸
倉
小
・
戸

倉
中
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
震
災
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
、
戸
倉
中
学
校

が
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
す
る
な
ど
、
底
力
を
見
せ
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

心
配
さ
れ
た
怪
我
も
な
く
、
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。

◆
登
米
地
区
◆　
　
　
　
　
　

通
信
員　

岩
淵　

正
宏

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ

ボ

ル
大
会

震
災
を
ぶ
っ
飛
ば
せ

震
災
を
ぶ
っ
飛
ば
せ

震
災
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
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開
会
行
事

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
犠
牲

に
会
わ
れ
た
方
々
に
対
し
て
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
歌
の
斉

唱
後
、
奈
須
野
毅
会
長
か
ら
「
震

災
の
影
響
に
よ
り
今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
特
に
重
要
で
、
県
内
の
会

員
み
ん
な
で
乗
り
切
っ
て
行
く
」

と
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
宮
城
県
教
育
委
員

会
小
林
伸
一
教
育
長
様
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
日
程

の
説
明
が
行
わ
れ
、
会
長
会
の
研

修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

研　

修　

Ⅰ

　

県
Ｐ
連
の
組
織
運
営
や
東
日
本

大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
等

の
説
明
が
行
わ
れ
、
平
成
23
年
度

宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
活
動
方
針

が
報
告
さ
れ
、
「
地
域
ぐ
る
み
で

育
て
よ
う
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
み
や
ぎ
の
子
」
を
主
題
と
し
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
第

一
に
活
動
し
て
行
く
こ
と
、
ま
た

事
業
計
画
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
事
業
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
金
の
軽
減

②
中
・
長
期
的
な
支
援
体
制
づ
く

　

り
及
び
全
体
で
の
支
援
活
動

③
支
援
物
資
の
提
供

④
義
援
金
に
よ
る
支
援

⑤
安
全
互
助
事
業
に
お
い
て
被
災

　

者
の
負
担
軽
減
を
行
う

⑥
児
童
・
生
徒
・
園
児
の
学
習
環

　

境
の
早
期
改
善
を
図
る
こ
と

を
重
点
と
し
こ
れ
ま
で
の
支
援
活

動
内
容
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

不
安
を
抱
い
て
い
た
会
長
さ
ん
方

も
、
少
し
は
安
心
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
「
第
７
回
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
」
が
、
平
成
23

年
７
月
２
日
（
土
）
に
松
島
「
ホ
テ
ル
大
観
荘
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
の
状
況
等
か
ら
参
加
者
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
、
約
200
名
の
会
長
さ
ん
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
例
年

に
も
増
し
て
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
考
察
〕

　

複
数
回
答
188
名
の
自
由
記
述
に

つ
い
て
は
、
情
報
交
換
が
よ
か
っ

た
48
名
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
よ

か
っ
た
23
名
、
意
見
や
情
報
が
聞

け
た
20
名
の
計
91
名
で
、
自
由
記

述
全
体
の
約
50
％
が
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
へ
の
肯
定
的
評
価
で
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
持
ち
方
を
検

討
し
て
ほ
し
い
42
名
に
つ
い
て
も
、

期
待
か
ら
の
記
述
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
大
変

意
義
の
あ
る
時
間
で
し
た
。
講
演

で
髙
橋
守
夫
先
生
の
「
目
的
は
何

だ
？
何
の
た
め
に
や
る
の
だ
？
」

と
の
言
葉
に
気
持
ち
を
引
き
締
め

ら
れ
、
「
私
苦
手
で
す
」
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
立
場
と
な
り
参
加
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
先
輩
会
長

方
の
意
見
集
約
、
解
決
策
へ
の
導

引
な
ど
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
討
論
内
容
の
「
活
動
の
進

め
方
」
で
は
、
他
地
域
の
活
動
例
、

参
加
者
の
募
り
方
な
ど
目
か
ら
ウ

ロ
コ
の
内
容
を
聞
く
事
が
出
来
ま

し
た
。
「
被
災
地
支
援
に
つ
い

て
」
で
は
、
せ
っ
か
く
の
支
援
が

ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
に
な
ら
な
い

よ
う
、
こ
の
様
な
情
報
交
換
が
出

来
る
場
を
設
け
る
事
の
大
切
さ
を

共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
基
に
笑
顔
で
、
そ
し

て
強
く
感
じ
た
絆
を
意
識
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。東

松
島
市
立
矢
本
東
小
学
校

佐
々
木　
　

豊

第
7
回
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会

参加者の

声

＜講演がよかった他の内訳＞

・講演がよかった　12名

・環境・行政へのはたらきかけなど　3名

・参加率について　2名

・肯定的な意見など　12名

・反省や要望に関する意見など　6名

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

□自由記述（複数回答を含む）188名の内訳

□ワークショップ・
　情報交換がよかった　　　　91名
□ワークショップの持ち方を
　検討してほしい　　　　　　42名
□ＰＴＡ活動の勉強になった　20名
□講演がよかった他　　　　　35名

91名

35名

20名

42名



　

研　

修　

Ⅲ

　

研
修
Ⅲ

の
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
」
は
、

昨
年
に
引

き
続
き
行

わ
れ
た
内

容
で
、
参

加
者
全
員

を
22
の
グ

ル
ー
プ
に

分
け
て
、

進

行

役

（
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ

ー
）
を
中

心
に
全
員

が
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
形
式

で
、
特
徴
的
な
の
は
、
「
飲
食
」

し
な
が
ら
行
う
と
い
う
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
ム
ー
ド
の
中
、
く
っ
た
く

の
な
い
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
テ
ー
マ
を
2
つ
設
定

し
、
1
つ
目
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

と
勧
め
方
」
で
、
現
在
抱
え
て
い

る
問
題
の
提
起
や
、
そ
の
対
処
方

法
な
ど
が
話
題
と
な
り
、
幅
広
い

意
見
が
出
さ
れ
、
問
題
解
決
の
糸

口
が
見
つ
か
っ
た
方
も
い
た
の
で

3

研　

修　

Ⅱ

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
研
修
Ⅱ

で
は
、
県
環
境
生
活
部
共
同
参
画

社
会
推
進
課
青
少
年
専
門
員
の
髙

橋
守
夫
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
子

ど
も
ら
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
長

い
教
師
生
活
の
中

で
の
体
験
や
経

験
を
基
に
、

子
ど
も
と
の

接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
ご

講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
」

の
話
や
、
ア
メ

リ
カ
家
庭
教
育

学
者
ド
ロ
シ

ー
・
ロ
ー
・
ノ

ル
ト
氏
の
「
子

は
親
の
鏡
」
と

い
う
、
子
ど
も

が
育
つ
魔
法
の

言
葉
な
ど
、
子

を
持
つ
親
と
し

て
「
親
は
子
の

鏡
」
と
思
っ
て

い
た
私
に
と
っ
て
は
、
目
か
ら
ウ

ロ
コ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
途
中
で
オ
カ
リ
ナ

演
奏
な
ど
も
あ
り
、
終
始
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

2
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
被
災
地

支
援
に
つ
い
て
」
で
、
今
回
の
震

災
で
は
、
被
災
状
況
の
大
小
に
よ

り
、
率
直
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
、
も
っ
と
時
間
が

欲
し
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
る
ほ

ど
、
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

結　
　
　

び

　

単
Ｐ
会
長
会
は
、
県
Ｐ
の
事
業

の
一
つ
で
す
が
、
初
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
さ
ん
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
会
長
さ
ん
方

と
交
流
し
、
情
報
の
共
有
や
、
問

題
解
決
等
の
大
変
良
い
機
会
と
思

い
ま
す
の
で
、
来
年
も
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
広
報
委
員　

鈴
木　

信
一

　目からウロコの講演内容に聞きいる会員の皆様

くったくのない討論が交わされたワークショップ

オカリナの演奏に

合わせ会場から

ハミングも。
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第
五
分
科
会
報
告

　

数
々
の
映
画
や
Ｃ
Ｍ
の
舞
台
と
な
っ
た
、

「
坂
の
街
」
尾
道
市
の
駅
前
に
あ
る
「
し
ま

な
み
交
流
館
」
で
、
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
で

地
域
活
性
〜
ふ
る
さ
と
を
誇
る
心
を
育
む

〜
」
を
研
究
課
題
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
小
学
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
中

学
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
地
元
尾
道
市
出
身

の
映
画
作
家
、
大
林
宣
彦
氏
に
よ
る
「
魅
力

あ
る
地
域
・
誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
〜
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
大
人
に
求
め
ら
れ
る
も
の
〜
」

と
題
し
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
を
使
わ
ず
に
話
を
は
じ
め
ら
れ
、

「
気
持
ち
」
を
伝
え
る
時
に
は
、
マ
イ
ク
を

使
わ
な
い
と…

。
両
親
の
顔
の
シ
ワ
は
、
子

育
て
の
日
記
（
記
録
）
、
「
い
な
か
」
に
も

そ
れ
と
同
じ
よ
う
シ
ワ
（
文
化
）
が
あ
る
。

文
化
と
は
物
語
。
私
は
、
物
語
を
映
画
に
し

て
き
ま
し
た
。…

幼
少
の
思
い
出
や
、
中
越

地
震
の
復
興
な
ど
の
話
を
さ
れ
、
「
大
人
は
、

子
ど
も
の
目
指
す
星
。
す
べ
て
を
子
ど
も
に

伝
え
て
、
後
は
子
ど
も
に
任
せ
る
こ
と
が
大

切
。
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
を
守
る
〜
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
実
践
発
表
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
広
報
委
員　

齋
藤　
　

伸

　

「
笑
顔
」
と
書
か
れ
た
、
真
っ
赤
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
広
島
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
、

全
国
各
地
か
ら
会
場
に
き
た
8
千
人
が
一
つ
に
な
っ
て
歌
っ
た
「
ビ
リ
ー
ブ
」
。
東
日
本

大
震
災
の
年
に
、
原
爆
投
下
か
ら
復
興
し
た
ひ
ろ
し
ま
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
！

きんさい！みんさい！やりんさい！
子どもたちの笑顔のために
平和な未来へ～ひろしまからの発信～

日Ｐひろしま大会　8.268.27

全
体
会
場
に
て

坂の街　尾道にて

平
成
23
年
度
表
彰
者
一
覧

1　

文
部
科
学
大
臣
表
彰

⑴
団
体　

1

　

・
蔵
王
町
立
永
野
小
学
校
父
母
教
師
会

2　

㈳
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長
表
彰

⑴
団
体　

2

・
村
田
町
立
村
田
第
二
中
学
校
父
母
教
師
会

・
多
賀
城
市
立
東
豊
中
学
校
父
母
教
師
会

⑵
個
人　

4

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
前
会
長 

小
平　

英
俊

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
前
副
会
長

 

　

木
村　

和
彦

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
前
会
計
理
事

 

　

渥
美　

裕
之

・
富
谷
町
立
富
谷
第
二
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

　

佐
竹　

亮
二

3　

東
北
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
表
彰

⑴
感
謝
状　

1

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
前
会
長　

小
平　

英
俊

⑵
団
体　

3

・
利
府
町
立
利
府
小
学
校
父
母
教
師
会

・
大
郷
町
立
粕
川
小
学
校
父
母
教
師
会

・
加
美
町
立
中
新
田
小
学
校
父
母
教
師
会

⑶
個
人　

9

・
村
田
町
立
村
田
第
二
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長

 

岡
崎　
　

弘

・
山
元
町
立
山
下
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長

 

北
島　

一
浩

・
気
仙
沼
市
立
大
島
小
学
校
父
母
教
師
会
前
会
長

 

村
上　
　

剛

・
栗
原
市
立
一
迫
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長

 

狩
野　
　

康

・
栗
原
市
立
花
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長

 

軽
部　

賢
治

・
石
巻
市
立
大
須
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長

 

阿
部　

金
也

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
前
理
事 

岩
渕　

善
郎

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
理
事　

遠
藤　

洋
徳

・
宮
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
監
事　

千
葉　

慶
人
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全
体
会　

記
念
講
演
要
旨

　

３
歳
と
１
歳
、
二
人
の
息
子
と

の
家
庭
の
様
子
を
少
し
紹
介
。

　

そ
し
て
、
昨
年
3
月
ま
で
の
3

年
間
、
講
師
乙
武
洋
匡
氏
が
小
学

校
教
員
を
し
て
い
た
時
の
体
験
を

通
し
て
の
話
。
学
校
は
、
杞
憂
に

満
ち
て
い
て
、
子
ど
も
達
は
い
ろ

い
ろ
な
体
験
が
で
き
な
い
。
乙
武

氏
は
、
毎
日
子
ど
も
の
家
庭
に
電

話
を
し
た
。
内
容
は
、
通
信
簿
に

反
映
さ
せ
に
く
い
、
「
が
ん
ば
っ

て
い
る
」
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

教
師
と
家
庭
の
信
頼
関
係
が
で
き
、

少
し
突
拍
子
の
な
い
こ
と
を
し
て

も
苦
情
を
言
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

ド
ラ
え
も
ん
の
の
び
太
君
で
も
居

心
地
の
よ
い
学
校
に
し
た
い
と
思

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
①
そ
の
子

の
「
よ
さ
」
を
見
つ
け
て
あ
げ
る
。

②
よ
い
点
を
ほ
め
る
。
③
「
他
の

子
に
も
伝
え
る
こ
と
。
」
が
大
事
。

震
災
の
関
係
で
、
5
月
に
一
週
間

か
け
て
被
災
地
を
ま
わ
り
、
子
ど

も
達
へ
の
特
別
授
業

や
、
楽
天
の
試
合
で

の
始
球
式
を
行
っ
た
。

自
分
に
何
が
で
き
て
、

何
が
出
来
な
い
の
か
、

支
援
の
仕
方
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い

と
思
う
。
み
ん
な
ち

が
っ
て
み
ん
な
い
い
。

調
査
広
報
委
員

　

齋
藤　
　

伸

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
30
団
体

白
石
市
立
白
石
中
学
校
父
母
教
師
会

蔵

王

町

立

宮

中

学

校

父

母

教

師

会

大
河
原
町
立
大
河
原
南
小
学
校
父
母
教
師
会

村

田

町

立

村

田

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

角
田
市
立
角
田
中
学
校
父
母
教
師
会

丸

森

町

立

大

内

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

山
元
町
立
山
下
第
一
小
学
校
父
母
教
師
会

岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校
父
母
教
師
会

名
取
市
立
第
一
中
学
校
父
母
教
師
会

七

ヶ

浜

町

立

汐

見

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

塩
竈
市
立
玉
川
小
学
校
父
母
教
師
会

多
賀
城
市
立
多
賀
城
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
郷
町
立
粕
川
小
学
校
父
母
教
師
会

大

郷

町

立

大

松

沢

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

大
崎
市
立
古
川
西
中
学
校
父
母
教
師
会

大

崎

市

立

三

本

木

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

大

崎

市

立

鳴

子

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

涌

谷

町

立

箟

岳

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

加
美
町
立
宮
崎
小
学
校
父
母
教
師
会

栗
原
市
立
花
山
小
学
校
父
母
教
師
会

栗

原

市

立

高

清

水

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

石
巻
市
立
山
下
小
学
校
父
母
教
師
会

石
巻
市
立
橋
浦
小
学
校
父
母
教
師
会

石
巻
市
立
鹿
又
小
学
校
父
母
教
師
会

女
川
町
立
女
川
第
二
小
学
校
父
母
教
師
会

東
松
島
市
立
野
蒜
小
学
校
父
母
教
師
会

登

米

市

立

佐

沼

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

登

米

市

立

米

山

東

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

気
仙
沼
市
立
面
瀬
小
学
校
父
母
教
師
会

南
三
陸
町
立
伊
里
前
小
学
校
父
母
教
師
会

会場全体が一つになり合唱した「ビリーブ」

　今年は東日本大震災の影響により、多くのＰＴＡ活動が

中止されることが多かったようですが、この度の第43回東

北ブロック研究大会秋田大会が無事行われ、また、それに

参加できたことを嬉しく思います。

　さて、大会の記念講演はタレントの春やすこ氏による

「今、ＰＴＡに求められていること」という演題でした。

震災後、ますますそれぞれの単Ｐの地域性や実情に応じた

ＰＴＡ活動が求められることが重要になるなか、そのひと

つの方向性として、明るく元気なＰＴＡ活動がとても大切

だということをこの大会で再認識致しました。また、講演

の内容は多くの被災したＰＴＡ会員を含め講演会場にいた

人たちを元気づけるような楽しい講演でした。

　特に母親と息子との会話についてのお話しの部分は、子

どもとの話の仕方、子どもの話の聞き方を分かりやすくお

話しいただきました。子どもとの対話は何事も面と向かっ

てが大事だと思いがちですが、車を運転しながら、また、

食卓で並んで座っての話など、面と向かわない方が子ども

が話しやすいこともあるものと教えられました。

　結びに今年の秋田大会は私にとって、何よりもこれまで

と同様にＰＴＡ活動を続けることの大切さを学んだ有意義

な大会となりました。

調査広報委員　青沼　幸也

5

第43回東北ブロック研究大会秋田大会第43回東北ブロック研究大会秋田大会
平成23年9月18日（日）秋田市文化会館平成23年9月18日（日）秋田市文化会館

第43回東北ブロック研究大会秋田大会
平成23年9月18日（日）秋田市文化会館

4　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
団
体
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奉仕作業が復活しました
　8月20日（土）亘理中学校で、奉仕作業の草刈りが行

われました。中学校での奉仕作業は、ここ何年も行わ

れていなかったと聞きました。子どもたちの学習環境

を少しでも良くしたいとの思いでの再開です。夏休み

前に、一度お知らせしただけでしたが、保護者・先

生・生徒合わせて100名ほどの参加があり、終了予定時

刻になっても、「まだ草がある」と、一生懸命草刈り

をしている姿が見られました。当日は、亘理小学校で

も早朝からの奉仕作業があり、小学校を終えてから中

学校に参加された保護者もおりました。きれいになっ

た敷地をみて、みんな嬉しそうでした。

通信員　齋藤　　伸

未来を担う子ども達のために

　9月7日、我々気仙沼市PTA連合会は、

教育委員会の協力を受け、明るい未来を

担う子ども達の学ぶ権利を守るため、気仙沼市長に対

し要望書の提出と懇談会を開催しました。

　要望内容は、○体育館開放に関すること○原発の放

射能の情報と管理徹底○浸水域と仮設住宅からの通学

路の安全確保○学校施設整備に関すること○校庭の仮

設住宅に関してこれからの動向、以上5つを要望と懇談

の議題としました。市長の答弁に参加した会長さん方

も真摯に耳を傾ける様子が印象的でした。これからも、

子ども達を守る為PTAとしての意見を出して行きたい

と考えます。

通信員　菊田　　篤

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
子
ど
も
達

か
ら
笑
顔
が
失
わ
れ
、
心
に
大
き
な
傷
が
残
り
ま
し

た
。
そ
の
子
ど
も
達
に
震
災
前
の
笑
顔
を
取
り
戻
す

べ
く
、
未
だ
津
波
襲
来
の
爪
痕
が
残
る
中
、
多
賀
城
市
内

10
小
・
中
学
校
の
P
T
A
が
集
ま
り
、
11
月
13
日
（
日
）

に
多
賀
城
中
学
校
に
お
い
て
、
「
と
り
戻
そ
う　

子
供
達

の
元
気
と
笑
顔
を
」
を
テ
ー
マ
に
市
P
連
主
催
の
祭
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
で
は
祭
り
の
開
会
式
の
後
、
大
和
町
立
宮
床

中
学
校
の
太
鼓
の
演
奏
で
始
ま
り
、
午
前
中
は
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
外
で
は
模
擬
店
が
行
わ
れ
、

午
後
か
ら
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
や
タ
イ
舞
踊
、

最
後
に
よ
さ
こ
い
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
1

歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
主
催
者
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
来
場
者
が
あ
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。
当
祭
り
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
そ
し
て
貴
重
な

休
み
の
日
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
は
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く
震
災
前
の
生
活

を
取
り
戻
す
こ
と
、
一
日
も
早
く
子
ど
も
達
が
震
災
前
の

笑
顔
を
取
り
戻
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

通
信
員　

池
田　

浩
幸

今
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
出
来
る
こ
と

　
　
　
　
　
　

未
曾
有
の
大
震
災
後
、
私
は
今
で
も

　
　
　
　
　

石
巻
の
日
和
山
か
ら
見
た
風
景
に
愕
然

と
し
、
足
腰
が
震
え
た
。

　

誰
彼
も
今
後
ど
う
し
た
ら
良
い
か
思
考
停
止
状
態

で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
我
が
古
川
黎
明
中
学
校
・
高
等
学
校

の
生
徒
た
ち
は
立
ち
上
が
り
、
ジ
ャ
ー
ジ
・
上
靴
を

被
災
地
の
仲
間
に
送
ろ
う
と
運
動
を
展
開
し
た
。

　

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
我
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
害
虫
対
策
と

し
て
殺
虫
剤
・
蝿
と
り
リ
ボ
ン
や
蚊
取
線
香
等
を
大

崎
市
Ｐ
連
を
通
じ
て
送
っ
た
。

　

古
川
黎
明
祭
で
は
復
興
バ
ザ
ー
や
三
陸
の
海
産
物

等
を
販
売
し
、
売
上
金
は
義
援
金
と
し
た
。
今
後
も
、

我
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
大
崎
市
Ｐ
連
と
協
力
し
被
災
地
へ
の

支
援
を
模
索
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

通
信
員　

升　
　

良
之

市
P
連
祭
り
開
催

多賀城
地区

気仙沼
地区

大崎
地区

亘理
地区

次号（157号）の地区かわら版掲載予定〈角田・岩沼・塩竈・宮城・黒川・東松島・栗原〉

地区かわら版
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夏休み少年少女スポーツ大会

　夏休みに入って平成23年8月6日土曜日

に、大河原町の3つの小学校の各行政区か

らの児童が集まり、町の総合体育館を会場に、少年少

女スポーツ大会を行いました。長縄跳びと、十人十一

脚を競い合いました。毎年の恒例行事で、今回は18行

政区より長縄跳び31チーム、十人十一脚20チーム、参

加児童数337名で行いました。各種目で練習の成果を出

し、親の熱い声援を受けて、各チームとも優勝を目指

し一丸となって、大勢の児童が頑張りました。大河原

町より各上位3チームに賞状と記念品、参加賞を頂き喜

んでいました。

通信員　白澤　浩行

「
青
麻
山
登
山
」

　
　
　
　
　
　

今
年
は
、
大
震
災
の
影
響
で
蔵
王
町

　
　
　
　
　

Ｐ
連
合
会
・
各
単
Ｐ
の
一
学
期
の
事
業

が
中
止
に
な
っ
た
た
め
宮
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
震

災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
「
宮
」

の
自
然
に
親
し
み
、
水
と
米
の
大
切
さ
を
実
感
し
、

親
子
の
絆
を
再
確
認
し
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
思

い
か
ら
、
11
月
３
日
（
木
）
に
学
校
か
ら
８
㎞
離
れ

た
蔵
王
連
峰
の
東
山
麓
に
あ
る
標
高
7
9
9
・
9
ｍ

の
青
麻
山
登
山
に
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
頂
か
ら
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
大
パ
ノ

ラ
マ
か
ら
泉
ヶ
岳
や
吾
妻
連
峰
を
眺
め
な
が
ら
、
美

味
し
い
お
に
ぎ
り
と
大
切
な
水
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

晩
秋
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

通
信
員　

川
村　
　

仁

柴田
地区

蔵王
地区

SERIES………Ⅰ
みやぎの志教育について
　宮城県では、昨年から「志教育」と題して、
次世代を担う子ども達が高い志を持ち、社会
へ貢献できる環境づくりを推進するプランを
立ちあげました。このプランの視点・目標は
「人とかかわる」「よりよい生き方をもとめ
る」「社会での役割をはたす」が掲げられて
います。3つの目標は大人の社会でも、重要
な位置付けとして求められていますが、行動
に移して実践できるかというと難しい問題で
す。
　何か目的を持たないまま漠然と年齢を重ね
てしまい、自分のやりたいものが見つけられ
ないことがないよう子ども達には早い時期か
ら目標と自覚を促し、充実した生活を送り、
実社会に打ち解けられる人間育成の場を作る
のが志教育であり、根底だと考えます。
　期しくも志教育の取り組みと同時に、復興
という大きな課題も出てしまいました。復興
を託す意味も含め、子ども達が逞しく、将来
に進む架け橋として、志教育活動の推進、実
践を進めていければと思います。各地区の活
動内容を今後、「PTAみやぎ」では掲載して
行く予定です。皆さまからのご報告、期待と
楽しみを、併せてお待ちしております。

調査広報委員長　村上　健久

地区かわら版
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宮城県ＰＴＡ連合会からのお知らせです
◆震災特別見舞金申請　受付中
　このたびの震災により被災し死亡又は行方不明となった子どもたちの死亡保険金のお支払について、当会で加

入している学校契約団体傷害保険では対象外となっておりますことを誠に申し訳なくお詫び申し上げます。

　特別措置として当会の基金から「特別見舞金」を給付しております。

　詳細を県Ｐ連ホームページの「復興支援サイト」でご確認のうえ、申請書をダウンロードして「宮城県ＰＴＡ

連合会安全互助事業」宛に申請してください。閲覧が困難な場合は、当会へご一報草彩

　申請期限は平成24年3月10日です。

　スポーツ振興センターで対象外となった場合は当会で受付けいたします。

◆震災復興特別委員会
　震災復興特別委員会は、第2回理事会において設置を協議し承認されました。理事を含め7名で組織され、全

国から寄せられた義援金の2次配分（3千3百万円）について協議していくことになります。既に県内単位ＰＴＡ

に均等割りの1次配分が行われましたが、2次配分については学校環境や地域、生活環境等の現状を調査した上

で配分額や支援策を協議し実施してまいります。

　当委員会はその性質上、単年度で結論が見出せるものではありません。私達の故郷が復興を果たすその日まで、

子どもたちの笑顔を取り戻すまで、知恵を出し、努力を続けたいと思っています。

◆第61回宮城県研究大会　開催地決まる
　第61回宮城県研究大会が登米市で開催されることが決まりました。12月7日には、設立総会が行われる。平成

24年11月11日に登米市祝察劇場で大会が開催されます。

問合せ／☎022-295-9590・295-9581

9／10　四日市市より心のこもった
　手作りぞうきんの支援

9／2　稚内市内中学生南中ソーランで
　　　矢本第一中を激励

8／31　横浜市ハートフル事務局から
　亡くなった野蒜小の児童に
　フォトフレームの寄贈

7／27～8／1　石川県PTA主催の
　　サマーホームステイに参加した児童達

編 集 後 記

　東日本大震災から７か月が

過ぎ、県内外の皆様のご支

援・ご協力により、非日常だ

った生活も少しずつ、落ち着

きを取り戻しつつあります。

　先日、これまで春に開催し

ていた運動会を行うことがで

きました。津波被害状況から

は、想像もできないほど学校

のグラウンドも綺麗になり、

元気に走り回る子どもたちの

姿、笑顔に、「たくさんの

力」をもらいました。

　この「ＰＴＡみやぎ」では、

これからも震災復興を合言葉

にＰＴＡ活動や子どもたちの

生活環境改善の一助を担える

ような情報をどんどん発信し

てまいりたいと思いますので、

よろしくお願いします。

調査広報委員　鈴木　信一

絆 クリップ

http://www.miyagi.pta.ne.jp　　　　宮城県ＰＴＡ連合会　　　　検　索


